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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年１月期第３四半期 2,604 14.8 190 59.0 179 50.0 117 △1.3

2024年１月期第３四半期 2,269 17.3 120 △27.7 119 △26.7 119 5.1

（注）包括利益 2025年１月期第３四半期 103百万円（△18.3％） 2024年１月期第３四半期 126百万円（4.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年１月期第３四半期 23.82 －

2024年１月期第３四半期 24.13 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年１月期第３四半期 2,059 844 40.6

2024年１月期 1,949 977 49.6

（参考）自己資本 2025年１月期第３四半期 836百万円 2024年１月期 967百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年１月期 － 8.00 － 36.00 44.00

2025年１月期 － 11.00 －

2025年１月期（予想） 33.00 44.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,634 13.6 271 11.8 272 11.4 178 △19.3 36.16

１．2025年１月期第３四半期の連結業績（2024年２月１日～2024年10月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年１月期の連結業績予想（2024年２月１日～2025年１月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年１月期３Ｑ 4,943,600株 2024年１月期 4,943,600株

②  期末自己株式数 2025年１月期３Ｑ －株 2024年１月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年１月期３Ｑ 4,943,600株 2024年１月期３Ｑ 4,943,600株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料

Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果から経済活

動の正常化が進んだ一方、急激な為替変動をはじめとした金融市場の変動による世界経済の減速や物価上昇、地政

学上のリスクの影響など、依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループは、生産労働人口の高齢化を背景にしたリスキリングや人的資本経営の実現など、企業の人材開発

分野への投資意欲が年々高まる中で、『ミライの「はたらく」を、明るくする』というミッションのもとに

HCM（ヒューマン・キャピタル・マネジメント）のクラウドサービスとして、売上高1,000億円以上の国内企業を中

心に累計1,500社以上への導入実績を持つ当社のクラウド型LMS（Learning Management System）による人材開発の

プラットフォームとソリューションによるHCMプラットフォーム提供サービスとHCMクラウドを活用したオンライン

英会話サービスを提供しております。

　HCMプラットフォーム提供サービスは、主にITを活用した人材開発のプラットフォームとして統合型LMSの

「CAREERSHIP」を提供することで顧客企業の「学習する組織」の実現を支援しております。「CAREERSHIP」には、

企業の研修や教育を支援する「eラーニング機能」、従業員のスキルを可視化する「スキル管理機能」及び従業員

の状況を把握するための「キャリアカルテ機能」など、企業のHRに係る業務のDX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）化を支援する機能が搭載されており、我が国の大企業に特徴的な複雑な組織構造、人材管理手法及び業務プ

ロセスなどに対応できるように進化・改良の結果、LXD（ラーニングエクスペリエンスデザイン）コンサルティン

グやBPOサービス、eラーニング受け放題など人材開発に資するトータルソリューションの提供を強みとしており、

「CAREERSHIP」の利用者数が順調に推移しました。

　オンライン英会話サービスについては、学校や学習塾向けの「OLECO」とお子様がいる家族向けの「クラウテ

ィ」という二つのブランドでHCMクラウドを活用したサービスを提供しております。「OLECO」はBtoBtoCという独

自の市場セグメントでサービスを展開しており、当市場セグメントは、決められた時間に決められた数のレッスン

を提供する、大規模な生徒の学習管理といったBtoCにはない複雑なオペレーションが求められるので、強力なHCM

クラウドを活用する当社が競争力を発揮することができます。一方、BtoC市場セグメントについては、「クラウテ

ィ」のブランドで「英語でゲームする」という独自コンテンツを開発して、子供向けサブセグメントの開拓を進め

ております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,604,587千円（前年同四半期比14.8％増）、営業利益は

190,903千円（前年同四半期比59.0％増）、経常利益は179,045千円（前年同四半期比50.0％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は117,766千円（前年同四半期比1.3％減）となりました。

　セグメントの経営成績については、当社グループはHCMクラウド事業の単一セグメントであるため、記載してお

りません。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は2,059,999千円となり、前連結会計年度末に比べて110,107千

円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が172,315千円増加、受取手形、売掛金及び契約資産が39,646

千円減少、その他流動資産に含まれる前払費用が27,602千円減少、ソフトウエアが26,193千円減少、その他固定資

産に含まれる長期貸付金が29,300千円増加したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は1,215,084千円となり、前連結会計年度末に比べて242,663千

円の増加となりました。これは主に、前受金が322,568千円増加、未払法人税等が54,179千円減少したことによる

ものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は844,914千円となり、前連結会計年度末に比べて132,555千

円の減少となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金支払いの差引による利益

剰余金が114,847千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年１月期の連結業績予想につきましては、2024年３月15日に公表いたしました予想から変更はありません。

連結業績の見通しにつきましては、現時点で入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る現

時点における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性

があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年10月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 974,824 1,147,140

受取手形、売掛金及び契約資産 200,220 160,574

仕掛品 7,103 16,530

その他 119,295 87,588

貸倒引当金 △951 △45

流動資産合計 1,300,492 1,411,787

固定資産

有形固定資産 37,668 34,618

無形固定資産

ソフトウエア 464,921 438,727

その他 1,201 1,527

無形固定資産合計 466,122 440,255

投資その他の資産

投資有価証券 34,942 24,852

長期前払費用 829 596

繰延税金資産 43,683 52,910

その他 66,150 94,977

投資その他の資産合計 145,607 173,338

固定資産合計 649,398 648,211

資産合計 1,949,891 2,059,999

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2024年10月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 77,224 60,578

短期借入金 70,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 16,700 1,706

未払費用 71,285 51,163

未払法人税等 69,186 15,006

未払消費税等 66,781 46,136

前受金 544,184 866,753

賞与引当金 11,615 6,303

その他 28,921 51,017

流動負債合計 955,898 1,198,665

固定負債

資産除去債務 16,316 16,354

その他 205 63

固定負債合計 16,522 16,418

負債合計 972,420 1,215,084

純資産の部

株主資本

資本金 142,542 142,542

資本剰余金 393,932 393,932

利益剰余金 425,906 311,058

株主資本合計 962,381 847,534

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △825 △888

為替換算調整勘定 5,475 △9,787

その他の包括利益累計額合計 4,649 △10,675

非支配株主持分 10,438 8,056

純資産合計 977,470 844,914

負債純資産合計 1,949,891 2,059,999
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年２月１日

至　2024年10月31日）

売上高 2,269,658 2,604,587

売上原価 1,429,366 1,666,521

売上総利益 840,291 938,065

販売費及び一般管理費 720,234 747,162

営業利益 120,057 190,903

営業外収益

受取利息 172 329

受取配当金 110 －

補助金収入 626 805

貸倒引当金戻入額 740 115

その他 83 0

営業外収益合計 1,731 1,251

営業外費用

支払利息 549 612

支払手数料 － 12,000

為替差損 1,827 480

その他 8 15

営業外費用合計 2,384 13,109

経常利益 119,404 179,045

特別利益

固定資産売却益 984 －

保険返戻金 67,755 －

特別利益合計 68,739 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 9,999

固定資産除却損 424 －

特別損失合計 424 9,999

税金等調整前四半期純利益 187,720 169,045

法人税、住民税及び事業税 63,379 59,680

法人税等調整額 2,838 △9,234

法人税等合計 66,218 50,445

四半期純利益 121,501 118,600

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,217 833

親会社株主に帰属する四半期純利益 119,284 117,766

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年２月１日

至　2024年10月31日）

四半期純利益 121,501 118,600

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △355 △62

為替換算調整勘定 5,314 △15,262

その他の包括利益合計 4,958 △15,325

四半期包括利益 126,460 103,274

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 124,243 102,441

非支配株主に係る四半期包括利益 2,217 833

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年２月１日

至　2023年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年２月１日

至　2024年10月31日）

減価償却費 170,761千円 246,437千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年10月31日）

　当社グループは、HCMクラウド事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年２月１日　至　2024年10月31日）

　当社グループは、HCMクラウド事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年12月13日

株式会社ライトワークス

取締役会　御中

仰星監査法人

　東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小川　聡

指定社員
業務執行社員

公認会計士 菅野　進

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ライトワークスの2024年２月１日から2025年１

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年８月１日から2024年10月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年２月１日から2024年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期中

レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省

略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責

任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、職
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況

により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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